
 

 

 

 

 

 

～シニアクラブ浜松市 浜北区支部連合会～ 

 

《慨況》 

  

・シニアクラブ浜北（浜北区支部連合会）の前進団体である浜北市老人クラブ連合会が、40周年記念誌

「飛龍」を発刊してから 20年が経過した。その間、浜松市と浜北市の合併等大きな変化があったわけ

だが連綿とシニアクラブの活動は続けられてきた。 

 地区、地域の包括ケアの主体であらんとするシニアクラブの活動の歴史を残していくことで、安心・

安全ネットワーク構築の未来が見えてきます。 

シニアクラブ浜北では、令和 2年 1月「60周年記念誌」を発刊することを決議し、令和 2年 1月記念 

誌作成委員を選出。令和 4年 3月刊行までの計画の立案のため 2回の準備委員会、10回の編集委員 

会を開催し作業を進めた。 

  僅か 20年と思っていたが、20年前まで遡って当時のことを思い出して記事を書いたり、集めること

に苦労した。 

 

 

《成果》 

 

・60 周年記念誌は予定通り 500 部発行され、区役所関係部署、浜北区選出県会議員、市会議員及び関係

団体等広範囲にお届けすることができた。また、シニアクラブ浜北歴代会長はじめ、趣味部、単位ク

ラブに配布した。 

・記念誌を見ると 40 周年記念誌の時代との違いが分かる。生活環境は、大きく変わり、モノクロ写真は

カラーに、固定電話は携帯電話に、ガラケーはスマホになり、家に居ながら各地の特産品を注文し、

宅配してもらえるようになり、スマホパソコンで遠くに居る家族や友人とテレビ電話で話すことがで

きるようになった。 

・過去との比較によって未来が見えてきます。“変えてはいけない事”、“変える事”、“変わるだろう事” 

 これを整理して、今後のシニアクラブの活動に活かしていこう。 

 

 

 

《今後の方針》 

（単位クラブが今後実施すべき事） 

・今後、10、20 年後、変わらぬように各種記録を整理し保存していく事。 

・今回の記念誌をよく読んで、この 20 年の間に生活環境、社会がどのように変化してきたか、また、ク

ラブ活動の中で何がよ良かったか悪かったかを整理し、今後のクラブ活動に反映させる事。 

・今後を見通し、“変えてはいけない事”、“変える事”、“変わるだろう事”を整理し今後の活動に反映さ

せていく事 

 

シニアクラブ浜松市 

○総人口  797，938 人  ○65 歳以上人口 223，078 人   ○高齢化率 28.0％ 

○シニアクラブ会員数  20,552 人        ○シニアクラブ加入率  9.2％ 

 



（活動の様子） 

完成した６０周年記念誌「飛龍」 

 

 

 

 



浜北区支部連合会役員 

        

                            理事会 

           

                      編集委員会 

          



                        配送作業 

 

 

 

 

 


